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第
12
施
設
群
（
群
長
・
末
継
１
佐
）
は
令
和
２
年
１
月
23
日
（
木
）
、
岩
見
沢
駐

屯
地
及
び
隣
接
す
る
孫
別
演
習
場
に
お
い
て
令
和
元
年
度
群
冬
季
戦
技
競
技

会
を
実
施
し
た
。 

 

今
年
度
は
記
録
的
な
雪
不
足
に
見
舞
わ
れ
た
影
響
に
よ
り
、
当
初
計
画
し
て

い
た
コ
ー
ス
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
中
で
、
各
中
隊
は
一
丸
と
な
り
短
期

間
に
集
中
し
て
練
成
を
行
い
競
技
会
に
臨
ん
だ
。
22
日
（
水
）
、
開
会
式
を
実
施

し
第
３
９
９
施
設
中
隊 

山
崎 

駿
士
長
が
「日
頃
の
練
成
の
成
果
を
充
分
に
発
揮

し
、
熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
る
事
を
誓
い
ま
す
。
」
と
選
手
宣
誓
を
し
、
統
裁
官

（
群
長
）
は
訓
示
で
「
第
12
施
設
群
と
し
て
の
プ
ラ
イ
ド
を
示
せ
」
と
要
望
、
「
中

隊
の
誇
り
を
か
け
一
丸
と
な
り
、
最
後
の
一
押
し
ま
で
力
を
絞
り
出
し
て
も
ら

い
た
い
。
」と
隊
員
を
鼓
舞
し
た
。 

 

競
技
会
当
日
、
午
前
中
に
部
隊
機
動
及
び
ア
キ
オ
曳
行
が
行
わ
れ
、
選
り
す

ぐ
り
の
精
鋭
達
が
各
中
隊
の
プ
ラ
イ
ド
と
期
待
を
背
負
い
、
熱
い
声
援
の
後
押

し
を
受
け
な
が
ら
激
走
し
た
。
午
後
に
は
個
人
走
が
行
わ
れ
、
各
隊
員
は
中
隊

の
勝
利
に
貢
献
す
べ
く
死
力
を
尽
く
し
、
コ
ー
ス
を
駆
け
抜
け
た
。
ま
た
、
第
３

１
４
基
地
通
信
中
隊
岩
見
沢
派
遣
隊
（
隊
長
・
石
橋
３
尉
）
か
ら
２
名
の
隊
員
が

オ
ー
プ
ン
参
加
し
、
共
に
汗
を
流
し
た
。 

 

本
競
技
会
を
通
じ
て
、
群
は
積
雪
寒
冷
地
に
所
在
す
る
部
隊
と
し
て
必
要
な

冬
季
戦
技
能
力
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
更
な
る
団
結
の
強
化
及
び
士
気
の

高
揚
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 
成
績
に
つ
い
て
は
表
の
と
お
り
。 

令

和

元

年

度

群

冬

季

戦

技

競

技

会 

中隊対抗 

優  勝 ３９８施中 

準優勝 本 管 中 

個人走 
順 位 中隊名 氏階級 
第 １位 ３０２坑中 鎌田３曹 
第２位 ３０２坑中 片山３尉 
第３位 ３９８施中 吉田(大)３曹 

アキオ曳行 
順 位 中隊名 
第 １位 本管中２組 
第２位 ３９８施中１組 

選手宣誓(３９９施中・山崎士長) 

アキオ曳行 

個人走 

中隊対抗 優勝 第３９８施設中隊 

部隊機動 
順 位 中隊名 
第 １位 ３９８施中１組 
第２位 ３９８施中２組 

新補職者の部 
順 位 中隊名 氏階級 
第 １位 ３９８施中 志賀１士 
第２位 ３９９施中 中田１士 

女性自衛官の部 
順 位 中隊名 氏階級 
第 １位 本管中 佐々木３曹 

部隊機動 



 

岩
見
沢
駐
屯
地
は
令
和
２
年

１
月
10
日
（
金
）、
晴
れ
て
今
年

新
成
人
と
な
る
隊
員
の
門
出

を
祝
う
、
成
人
行
事
を
実
施

し
た
。 

 

行
事
で
は
、
駐
屯
地
隊
員
が

見
守
る
な
か
、
成
人
と
し
て
の

自
覚
と
責
任
を
胸
に
一
人
ず

つ
決
意
を
表
明
し
、
司
令
及
び

来
賓
の
自
衛
隊
家
族
会
岩
見

沢
支
部
田
中
支
部
長
よ
り
祝

辞
を
受
け
た
。
行
事
終
了
後

祝
賀
会
食
が
行
わ
れ
、
当
日

事
前
に
新
成
人
と
し
て
の
思
い

を
揮
毫
し
た
湯
呑
み
茶
碗
を

披
露
し
、
各
中
隊
長
等
か
ら
温

か
い
拍
手
を
受
け
た
。
午
後
か

ら
は
、
群
１
科
に
よ
る
新
成
人

一
般
教
養
教
育
、
岩
見
沢
市

内
の
ホ
テ
ル
に
お
い
て
テ
ー
ブ

ル
マ
ナ
ー
教
育
を
受
講
し
、
成

人
と
し
て
必
要
な
知
識
や
礼

儀
作
法
を
学
ん
だ
。 

 

参
加
し
た
新
成
人 

本
管
中 

佐
藤 

小
晴
士
長
は
、
「行
事
を

実
施
し
て
頂
い
た
事
で
、
第
12

施
設
群
、
岩
見
沢
駐
屯
地
の
一

員
と
し
て
、
ま
た
、
社
会
人
と

し
て
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
決
意

を
新
た
に
し
た
１
日
に
な
り
ま

し
た
。
」３
９
８
施
中 

長
嶋 

祐

敬
３
曹
は
、
「
行
事
を
実
施
し

て
頂
き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
行
事
に
よ
り
自
分
達
が
成

人
し
た
と
い
う
意
識
が
高
ま
り

ま
し
た
。
今
後
社
会
人
と
し
て

の
常
識
を
学
ん
で
い
き
、
活
躍

で
き
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。
」

と
話
し
て
お
り
、
自
ら
の
使
命

を
自
覚
し
、
信
頼
さ
れ
る
地
域

社
会
の
一
員
た
る
よ
う
精
進

す
る
こ
と
を
誓
っ
た
。 

駐 屯 地 成 人 行 事 

令和元年度群炊事 ・ ら っ ぱ 競 技 会 

 

第
12
施
設
群
は
令
和
２
年
３
月
４
日
（
水
）
、

岩
見
沢
駐
屯
地
に
お
い
て
令
和
元
年
度
群
「
炊

事
・ら
っ
ぱ
」競
技
会
を
実
施
し
た
。 

 

本
競
技
会
は
、
部
隊
と
し
て
必
要
不
可
欠
で

あ
る
炊
事
能
力
及
び
ら
っ
ぱ
吹
奏
能
力
の
向
上
、

各
中
隊
の
団
結
の
強
化
及
び
士
気
の
高
揚
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
、
各
中
隊
か
ら

選
ば
れ
た
精
鋭
達
が
中
隊
の
威
信
を
か
け
日

頃
の
練
成
成
果
を
発
揮
し
た
。 

前
日
３
日
（
火
）
、
開
会
式
に
て
第
４
０
０
施
設

中
隊 

安
藤 

舞
１
士
が
炊
事
競
技
会
、
第
３
０

２
坑
道
中
隊 

長
谷
川 

一
平
３
曹
が
ら
っ
ぱ
競

技
会
の
選
手
宣
誓
を
実
施
、
安
藤
１
士
は
「
隊

員
の
士
気
高
揚
と
、
隊
員
に
幸
福
を
与
え
ら
れ

る
様
、
正
々
堂
々
戦
い
ま
す
。
」長
谷
川
３
曹
は

「
部
隊
の
士
気
高
揚
並
び
に
感
動
さ
せ
る
気
概

を
持
っ
て
全
身
全
霊
吹
奏
し
ま
す
。
」と
宣
誓
し

た
。
統
裁
官
（
群
長
）
は
「
切
磋
琢
磨
」
「
安
全
管

理
・
衛
生
管
理
」
の
２
点
を
要
望
事
項
と
し
、

「
各
中
隊
は
、
部
隊
の
威
信
を
賭
け
、
各
能
力

を
最
大
限
に
発
揮
す
る
と
共
に
、
相
互
に
技
を

高
め
合
っ
て
も
ら
い
た
い
。
」
と
隊
員
に
訓
示
し

た
。 

 

炊
事
競
技
会
は
午
前
中
に
実
施
し
、
各
中
隊

組
長
以
下
５
名
の
選
手
達
は
野
外
に
お
け
る
炊

事
器
材
を
使
用
し
、
指
定
品
目
で
あ
る

「
チ
ャ
ー
ハ
ン
、
麻
婆
豆
腐
、
中
華
ス
ー
プ
」
及
び

中
隊
計
画
品
目
で
あ
る
「
副
菜
」
の
４
品
を
制

限
時
間
の
２
時
間
で
作
り
上
げ
、
出
来
上
が
っ

た
渾
身
の
調
理
品
で
審
査
員
の
舌
を
唸
ら
せ
た
。

審
査
の
結
果
、
優
勝
は
第
４
０
０
施
設
中
隊
（中

隊
長
・
小
林
１
尉
）
、
準
優
勝
は
本
部
管
理
中

隊
（中
隊
長
・橋
本
１
尉
）で
あ
っ
た
。 

 

午
後
は
ら
っ
ぱ
競
技
会
を
実
施
、
課
題
曲
の

「君
が
代
」「送
迎
の
譜
」「栄
誉
礼
冠
譜
」の
３
曲

に
よ
っ
て
競
わ
れ
、
各
中
隊
選
り
す
ぐ
り
の
指

揮
者
及
び
吹
奏
者
４
名
が
練
度
の
高
い
吹
奏
を

披
露
し
た
。
北
部
方
面
音
楽
隊
隊
員
（
村
上
准

尉
）
を
含
む
審
査
員
に
よ
る
審
査
の
結
果
、
優

勝
は
本
部
管
理
中
隊
、
準
優
勝
は
第
３
０
２
坑

道
中
隊
（中
隊
長
・松
枝
１
尉
）で
あ
っ
た
。 

 

群
は
本
競
技
会
を
資
と
し
、
今
後
も
継
続
的

な
練
成
を
行
い
炊
事
能
力
及
び
ら
っ
ぱ
吹
奏
能

力
の
更
な
る
向
上
を
図
っ
て
い
く
。 

 

隊員によるらっぱ吹奏 

 優勝 第４００施設中隊  優勝 本部管理中隊 

新成人者決意表明 

駐屯地司令祝辞 自衛隊家族会岩見沢支部長祝辞 

一般教養教育 

揮 毫 

テーブルマナー教育 

食材の裁断 主菜の調理 審査の状況 



ＩＷＡＭＩＺＡＷＡドカ雪まつり協力 
 

岩
見
沢
駐
屯
地
は
令
和
２
年
１
月
27
日
（
月
）
～
２
月
14
日
（
金
）
の
間
、
岩
見
沢

駅
東
市
民
広
場
公
園
で
開
催
さ
れ
た
「
第
30
回
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｚ
Ａ
Ｗ
Ａ
ド
カ
雪
ま
つ

り
」の
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
を
制
作
し
た
。 

 

今
年
で
30
回
目
を
迎
え
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
道
内
屈
指
の
豪
雪
地
帯
で
あ
る
岩

見
沢
市
に
お
い
て
、
雪
と
触
れ
合
い
冬
を
楽
し
も
う
と
い
う
趣
旨
の
も
と
行
わ
れ
て

い
る
市
の
冬
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。 

 
今
年
は
記
録
的
な
雪
不
足
に
見
舞
わ
れ
、
豪
雪
地
帯
で
有
名
な
岩
見
沢
市
も
そ

の
影
響
を
受
け
る
中
、
第
３
９
８
施
設
中
隊
（中
隊
長
・勝
間
１
尉
）
が
滑
り
台
付
き

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
の
制
作
を
担
任
、
悪
条
件
の
中
駐
屯
各
部
隊
の
隊
員
皆
が
一
丸
と

な
り
、
14
日
（金
）の
引
渡
し
に
漕
ぎ
着
け
た
。
こ
の
間
、
４
日
（火
）岩
見
沢
市
長
（松

野
哲
氏
）、
岩
見
沢
市
観
光
協
会
会
長
（
仁
志
正
樹
氏
）
及
び
岩
見
沢
清
丘
園
理
事

長
（
安
藤
富
夫
氏
）
か
ら
慰
問
を
受
け
、
市
か
ら
お
に
ぎ
り
と
飲
み
物
、
観
光
協
会

か
ら
「
天
狗
ま
ん
じ
ゅ
う
」
と
カ
ッ
プ
麺
、
清
丘
園
か
ら
「
き
じ
ラ
ー
メ
ン
」
を
提
供
し

て
い
た
だ
き
、
隊
員
た
ち
は
「
体
が
温
ま
り
、
士
気
も
上
が
り
ま
す
。
」
と
感
謝
し
て

い
た
。
ま
た
、
12
日
（
水
）
岩
見
沢
市
立
中
央
小
学
校
５
年
生
49
名
が
制
作
現
場
を

訪
れ
、
隊
員
に
教
わ
り
な
が
ら
制
作
を
手
伝
っ
た
。 

 

本
協
力
を
通
し
て
地
域
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
に
対
し
て

駐
屯
地
へ
の
認
知
・理
解
の
促
進
を
図
っ
た
。 

 

建設重機と人力による制作 化粧雪の貼り付け 

２月１４日（金）に行われた雪像引渡式 

制作を手伝う小学生達 

メインステージ前でのジャンボかるた取り大会 滑り台を楽しむ子供達 

岩 見 沢 自 衛 隊 音 楽 ま つ り 

 

岩
見
沢
駐
屯
地
は
令
和
２
年
２
月
16
日
（
日
）
、
岩
見
沢
市
に
所
在
す
る
「
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー

ル
赤
れ
ん
が
」に
お
い
て
岩
見
沢
自
衛
隊
音
楽
ま
つ
り
を
開
催
し
た
。 

 

こ
の
音
楽
ま
つ
り
は
、
岩
見
沢
市
の
冬
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｚ
Ａ
Ｗ
Ａ
ド

カ
雪
ま
つ
り
」
と
合
同
開
催
し
て
お
り
、
岩
見
沢
市
長
（松
野
哲
氏
）
ほ
か
、
多
数
の
ご
来
賓

の
方
々
並
び
に
、
約
７
０
０
名
に
も
上
る
観
客
に
ご
来
場
い
た
だ
い
た
。 

 

今
年
の
音
楽
ま
つ
り
は
、
第
11
音
楽
隊
、
滝
川
駐
屯
地
し
ぶ
き
太
鼓
及
び
岩
見
沢
市
立
緑

中
学
校
吹
奏
楽
部
が
演
奏
を
披
露
し
た
。
第
12
施
設
群
所
属
隊
員
に
よ
り
編
成
さ
れ
た

ら
っ
ぱ
隊
の
開
演
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
に
よ
り
開
幕
し
、
第
１
部
は
滝
川
駐
屯
地
し
ぶ
き
太
鼓
が

登
場
、
迫
力
あ
る
太
鼓
演
奏
に
よ
り
観
客
を
圧
倒
し
た
。
第
２
部
は
第
11
音
楽
隊
が
バ
ラ
エ

テ
ィ
に
富
ん
だ
曲
目
を
披
露
し
、
「
パ
プ
リ
カ
」
の
曲
に
合
わ
せ
て
観
客
の
子
供
達
と
一
緒
に

踊
る
等
、
場
内
は
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
。
最
終
の
第
３
部
で
は
、
第
11
音
楽
隊
と

緑
中
学
校
吹
奏
楽
部
が
合
同
演
奏
を
実
施
し
、
美
し
い
音
色
で
会
場
内
の
観
客
を
魅
了
し

た
。 

 

こ
の
間
、
会
場
の
外
で
は
駐
屯
地
隊
員
が
野
外
炊
具
で
駐
屯
地
友
の
会
か
ら
提
供
さ
れ
た

食
材
を
調
理
し
た
「
駐
屯
地
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ー
」の
無
料
配
食
を
行
っ
た
。
カ
レ
ー
無
料
配

食
は
毎
年
好
評
を
得
て
い
て
、
用
意
し
た
４
０
０
食
は
あ
っ
と
い
う
間
に
提
供
し
終
え
た
。 

 

来
場
し
た
観
客
は
「
今
年
も
カ
レ
ー
を
楽
し
み
に
し
て
き
た
、
と
て
も
美
味
し
か
っ
た
。
」

「
太
鼓
演
奏
の
迫
力
が
凄
か
っ
た
。
」
「
毎
年
楽
し
ま
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
ま
た
来
年
も
来
た

い
。
」と
話
し
、
笑
顔
で
会
場
を
あ
と
に
し
た
。 

 

駐
屯
地
は
、
本
音
楽
ま
つ
り
を
通
じ
て
地
域
住
民
の
自
衛
隊
に
対
す
る
理
解
と
協
力
の
促

進
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
の
活
性
化
に
寄
与
し
た
。 

駐屯地オリジナルカレーの調理 
大好評の駐屯地オリジナルカレーの 
            無料配食 

らっぱ隊による開演ファンファーレ 滝川駐屯地しぶき太鼓による演奏（第１部） 

第１１音楽隊による演奏(第２部) 

 第１１音楽隊・岩見沢市立緑中学校吹奏楽部による合同演奏（第３部） 



 

札
幌
地
方
隊
友
会
主
催
の
「隊
友
の
集
い
」が
２
月
１
日(

土)

夕
、
札
幌
サ
ン
プ
ラ

ザ
に
て
管
内
の
隊
友
、
第
11
旅
団
長
以
下
管
内
の
指
揮
官
・
幕
僚
等
、
国
会
議
員

等
約
２
４
０
名
の
参
加
を
も
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
支
部
か
ら
は
藤
原
支
部
長

以
下
事
務
局
役
員
等
４
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
来
賓
と
し
て
出
席
さ
れ
た
国
会

議
員
、
道
知
事
及
び
札
幌
市
長
の
集
い
冒
頭
で
の
挨
拶
で
は
、
厳
し
い
安
全
保
障

環
境
下
に
あ
る
自
衛
隊
と
国
民
の
掛
け
橋
と
な
り
地
道
に
防
衛
意
識
の
高
揚
に

努
め
て
い
る
隊
友
会
へ
の
感
謝
と
期
待
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
更
に
懇
親
会

の
中
で
、
来
賓
の
親 

  
 

岩
見
沢
駐
屯
地
は
令
和
２
年
１
月
10
日
（
金
）
、
岩
見
沢
萩
の
山
市
民
ス
キ
ー
場
に
お
い
て
令

和
元
年
度
家
族
ス
キ
ー
教
室
を
実
施
し
た
。
こ
の
ス
キ
ー
教
室
は
岩
見
沢
駐
屯
地
曹
友
会
が
主

催
し
、
隊
員
及
び
そ
の
家
族
を
対
象
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
17
名
の
子
供
達
が
参
加
し
た
。 

 

絶
好
の
ス
キ
ー
日
和
の
中
、
開
始
に
先
立
ち
曹
友
会
長
（
本
管
中
・
吉
田
准
尉
）
が
「皆
で
楽
し

く
滑
り
、
い
い
思
い
出
を
沢
山
作
る
１
日
に
し
ま
し
ょ
う
。
」
と
述
べ
た
後
、
子
供
達
は
グ
ル
ー
プ

ご
と
各
教
官
の
指
導
の
下
練
習
に
励
み
、
み
る
み
る
上
達
し
て
い
き
、
教
室
が
終
了
す
る
頃
に
は

教
官
を
驚
か
せ
る
程
で
あ
っ
た
。 

 

終
日
元
気
い
っ
ぱ
い
で
ス
キ
ー
を
楽
し
ん
だ
子
供
達
か
ら
は
「
ま
だ
家
に
帰
ら
な
い
で
滑
っ
て
い

た
い
！
」
、
「ま
た
来
年
も
参
加
し
た
い
！
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
、
大
満
足
の
様
子
で
あ
っ
た
。
ま

た
参
加
し
た
隊
員
に
と
っ
て
も
家
族
と
交
流
を
図
る
良
い
機
会
と
な
り
、
駐
屯
地
の
家
族
支
援

態
勢
の
確
立
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

みんなで記念撮影 

隊 友 会 だ よ り 

参加者集合写真 

囲碁等に夢中の隊友 

 

令
和
元
年
度
札
幌
地
方
隊
友
会 

 
 
 
 

 
 

「
隊
友
の
集
い
」
へ
の
参
加 

方
々
は
支
部
ご

と
に
テ
ー
ブ
ル

を
回
り
、
激
励

の
言
葉
と
と
も

に
親

し
く

隊

友
・
自
衛
官
と

握
手
を
交
わ
し

て
お
り
ま
し
た
。

各
参
加
隊
友
に

と
っ
て
は
貴
重

な
防
衛
開
眼
と

な
る
も
の
で
し

た
。 

 

岩
見
沢
支
部

は
、
今
回
も
滝

川
支
部
と
テ
ー

ブ
ル
が
同
席
と

な
り
支
部
行
事

に
関
す
る
情
報

の
交
換
と
親
交

を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
他
多
数

の
支
部
と
交
流

す
る
と
と
も
に

そ
の
現
況
を
認

識
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

来賓の挨拶に聞き入る参加隊友 



省エネ・節電のスペシャリスト 

岩見沢市３条西２丁目ＮＣＣビル４Ｆ店 主 平 井 
0126-(22)-8873 

飲み放題 3000円 （５名様から） 

北の国から 

SNACK 

代表取締役 

0126-22-5871 

岩見沢市有明町南１番地１４ 

多彩な催しにご利用いただける施設です。 

株式会社 振興いわみざわ 

代表取締役 北市 宗三 

お気軽にお電話ください。 

株式会社 振興いわみざわ 

代表取締役 千 葉 賢 司 

Tokkyu
物流・・・・
それは“まごころ”のネットワーク
本社 〒068-0115 岩見沢市栗沢町最上498-9
TEL 0126-45-2792 FAX 0126-45-3053

h t t p : / / w w w . t o k k y u - g r o u p . j p

（札幌／札幌北／苫小牧／東北／関東／中部）（札幌／札幌北／苫小牧／仙台／福島／関東／中部／大阪） 

ＮＮＣ 

岩見沢駐屯地ホームページ 
 

 昭和２８年から現在までの歴史や広報紙、部隊の訓練やイベント情報などを随時更新しています！ 
  

ぜひ、ご覧ください！ 

岩見沢駐屯地 検索 

松 浦  淳 一 

国家を守る公務員 

陸海空自衛官１８歳～３２歳 
自衛隊岩見沢地域事務所 

℡０１２６－２３－５５１４ 



異 

動 
人   事   往   来 

第
３
９
９
施
設
中
隊 

 

２
曹 

 

廣
部 

宗
則 

（
１
０
５
施
器
隊
・
南
恵
庭
） 

 

２
曹 

 

藤
松 

憲
吾 

（
９
施
群
・
小
郡
） 

第
４
０
０
施
設
中
隊 

 

２
曹 

 

土
山 

智
大 

（
14
施
群
・
釧
路
） 

【
第
２
直
接
支
援
中
隊
】 

 

１
曹 

 

渡
邊 

功
博 

（
１
０
１
施
直
支
大
・
釧
路
） 

 

３
曹 

 

鈴
木 

貴
裕 

（
１
０
１
施
直
支
大
・
釧
路
） 

【
岩
見
沢
駐
屯
地
業
務
隊
】 

 

曹
長 

 

宮
地 

和
豊 

（
７
特
連
・
東
千
歳
） 

 

曹
長 

 

斎
藤 

宏
樹 

（
北
方
衛
生
隊
・
真
駒
内
） 

 

行(

一)

３ 
 

長
見 

寿
士 

（
北
方
総
監
部
・
札
幌
） 

 

行(

一)

３ 
 

武
田 

浩
二 

（
滝
川
駐
業
・
滝
川
） 

【
第
３
１
４
基
地
通
信
中
隊
岩
見
沢
派
遣
隊
】 

 

曹
長 

 

苅
部 

力
也 

（
３
１
４
基
通
中
・
真
駒
内
） 

 

曹
長 

 

石
井 

隆
生 

（
３
１
４
基
通
中
・
真
駒
内
） 

【
第
３
４
５
会
計
隊
岩
見
沢
派
遣
隊
】 

 

３
曹 

 

藤
本 

裕
輝 

（
３
４
５
会
計
・
滝
川
） 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
以
上
、
３
月
16
日
付
） 

 

第１２施設群 
第４００施設中隊長 

      つつい      たつや 

 １尉 筒井 達也 
（３月１６日付） 

３
等
陸
尉
へ 

 

【
第
12
施
設
群
】 

  

𠮷
田 

 

慎
吾  

 

（
３
９
８
施
中
） 

  

渡
邉  

徳
隆 

  
（
３
９
９
施
中
） 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

（
以
上
、
３
月
16
日
付
） 

祝

任

官 

業務隊 鈴木技官 
長男 碧斗（あおと）くん 

Ｒ２．２．１４生 

★
転 

出
★ 

 

【
第
12
施
設
群
】 

群
本
部 

 

３
佐 

 

森
田 

陽
一 

（
施
校
・
勝
田
） 

 

１
尉 

 

佐
藤 

健
太 

（
13
施
群
・
幌
別
） 

 

３
尉 

 
中
山 

智
揮 

（
施
校
・
勝
田
） 

本
部
管
理
中
隊 

 

１
曹 

 

角
田 
誠 

 

（
中
病
・
三
宿
） 

 

２
曹 

 

佐
々
木 
正
則
（
３
施
団
付
隊
・
南
恵
庭
） 

 

２
曹 

 

山
下 

肇 
 

（
３
施
団
付
隊
・
南
恵
庭
） 

第
３
９
８
施
設
中
隊 

 

３
尉 

 

鷲
尾 

卓
哉 
（
水
機
団
・
相
浦
） 

 

１
曹 

 

宮
向 

厚
志 

（
１
０
５
施
器
隊
・
南
恵
庭
） 

 

２
曹 

 

山
口 

正
博 

（
14
施
群
・
上
富
良
野
） 

第
３
９
９
施
設
中
隊 

 

１
曹 

 

井
龍 

宏
之 

（
１
０
５
施
器
隊
・
南
恵
庭
） 

 

２
曹 

 

榎 

正
人 

 

（
９
施
群
・
小
郡
） 

 

２
曹 

 

萩
生
田 

和
幸
（
釧
路
駐
業
・
釧
路
） 

第
４
０
０
施
設
中
隊 

 

１
尉 

 

小
林 

棋
考 

（
施
校
・
勝
田
） 

 

１
曹 

 

近
迫 

正
人 

（
別
海
駐
業
・
別
海
） 

 

２
曹 

 

梅
津 

敏
之 

（
装
備
実
験
隊
・
富
士
） 

第
３
０
２
坑
道
中
隊 

 

曹
長 

 

松
尾 

保
展 

（
２
施
群
・
飯
塚
） 

【
第
２
直
接
支
援
中
隊
】 

 

２
尉 

 

中
村 

友
信 

（
１
０
１
施
直
支
大
・
南
恵
庭
） 

 

曹
長 

 

土
屋 

寿
康 

（
１
０
１
全
支
大
・
島
松
） 

【
岩
見
沢
駐
屯
地
業
務
隊
】 

 

曹
長 

 

工
藤 

育
伸 

（
北
方
衛
生
隊
・
真
駒
内
） 

 

２
曹 

 

鵜
沼 

良
亨 

（
北
処
・
島
松
） 

 

行(

一)

３ 
 

尾
畑 

敦
士 

（
鳥
取
地
本
） 

 

行(

一)

３ 
 

片
岡 

誠 
 

（
丘
珠
駐
業
・
丘
珠
） 

【
第
３
１
４
基
地
通
信
中
隊
岩
見
沢
派
遣
隊
】 

 

１
曹 

 

山
田 

操 
 

（
３
１
４
基
通
中
・
真
駒
内
） 

 

１
曹 

 

野
島 

基
晴 

（
北
通
群
・
札
幌
）  

 

【
第
３
４
５
会
計
隊
岩
見
沢
派
遣
隊
】 

 

３
曹 

 

林 

真
志 

 

（
３
４
４
会
計
・
上
富
良
野
） 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
以
上
、
３
月
16
日
付
） 

★
転 

入
★ 

 

【
第
12
施
設
群
】 

群
本
部 

 

３
佐 

 

小
林 

猛 
 

（
北
方
総
監
部
・
札
幌
） 

第
３
９
８
施
設
中
隊 

 

３
尉 

 

角
田 

裕
樹 

（
１
空
挺
団
・
習
志
野
） 

 

１
曹 

 

松
浦 

高
弁 

（
３
施
団
付
隊
・
南
恵
庭
） 

 

２
曹 

 

西
舘 

潤 
 

（
14
施
群
・
釧
路
） 

  

４００施中 伊藤士長 
長男 蒼空（そら）くん 
Ｒ２．１．２２生 

本管中 福田２曹 
長男 絃（げん）くん 
Ｒ２．３．２生 

本管中 杉本３曹 
二女 遥（はるか）ちゃん 

Ｒ２．１．２５生 

２直支中 川田３曹 
妻 つかさ さん 
Ｒ２．１．６入籍 

着

任

中

隊

長

紹

介 

３９９施中 香田３尉 
妻 有美（ゆうみ）さん 
Ｒ２．１．１入籍 


